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礼
拝
の
恵
み 

第
二
一
章 

 
 

第
八
部 

礼
拝
の
障
害
（
つ
づ
き
） 

 

第
六
節 

分
派
心 

 

分
派
心
と
い
う
の
は
、
神
の
す
べ
て
の
民
を
自
分
の
思
考

と
視
野
の
中
に
含
め
よ
う
と
し
な
い
、
狭
い
、
盲
目
的
な
党

派
根
性
の
意
味
で
あ
る
。
小
さ
な
信
者
の
一
団
の
注
意
の
焦

点
を
合
わ
せ
て
、
そ
の
信
者
た
ち
を
主
の
選
民
と
呼
び
、
ほ

か
の
信
者
で
、
ほ
ん
と
う
に
新
し
く
生
ま
れ
た
信
心
深
い
信

者
で
、
信
条
も
健
全
で
あ
り
生
活
も
道
徳
的
で
あ
る
人
々
を

排
除
し
て
し
ま
う
。
主
の
民
を
こ
の
よ
う
に
区
別
す
る
こ
と

は
御
霊
の
一
致
を
事
実
的
に
否
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ

ゆ
え
に
、
そ
れ
は
神
の
御
目
に
は
憎
む
べ
き
も
の
で
あ
り
、

従
っ
て
、
礼
拝
へ
の
障
害
の
一
つ
で
あ
る
。
分
派
心
を
育
て

る
と
い
う
罪
を
犯
し
て
い
た
コ
リ
ン
ト
の
信
者
た
ち
に
、
パ

ウ
ロ
は
「
わ
た
し
た
ち
が
祝
福
す
る
祝
福
の
杯
、
そ
れ
は
キ

リ
ス
ト
の
血
に
あ
ず
か
る
こ
と
で
は
な
い
か
。
わ
た
し
た
ち

が
さ
く
パ
ン
、
そ
れ
は
キ
リ
ス
ト
の
か
ら
だ
に
あ
ず
か
る
こ

と
で
は
な
い
か
。
パ
ン
は
一
つ
で
あ
る
か
ら
、
わ
た
し
た
ち

は
多
く
い
て
も
、
一
つ
の
か
ら
だ
な
の
で
あ
る
。
も
ん
な
の

者
が
一
つ
の
パ
ン
を
共
に
い
た
だ
く
か
ら
で
る
。」
と
書
い

た
。
こ
の
よ
う
に
、
杯
と
パ
ン
と
は
、
わ
れ
ら
の
た
め
の
キ

リ
ス
ト
の
犠
牲
の
象
徴
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
す
べ
て
の

真
の
信
者
た
ち
が
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
言
っ
て
い
る
の
で

あ
る
。
分
派
心
の
考
え
の
全
て
を
責
め
、
そ
れ
が
恥
ず
べ
き

事
で
あ
る
の
を
示
す
に
は
、
こ
れ
で
十
分
で
あ
ろ
う
。
そ
し

て
事
実
、
か
か
る
一
致
を
可
能
に
し
て
下
さ
る
た
め
に
死
ん

で
よ
み
が
え
ら
れ
た
か
た
の
御
目
か
ら
み
て
そ
の
通
り
な

の
で
あ
る
。 

 
(

「
礼
拝
」
ギ
ブ
ス) 

 

そこで、兄弟たち。堅く立って、私たちのことば、手紙に

よって、教えられた言い伝えを守りなさい。 Ⅱテモテ２：１５ 

                                                    コロサイ４：３ 
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二
〇
一
五
年
七
月
一
九
日
午
前
一
〇
時 

礼
拝 

山
本
牧 

「
苦
難
の
栄
光
」 

 
 
 
 
 
 

 
「
で
す
か
ら
、
私
が
あ
な
た
が
た
の
た
め
に
受
け
て
い
る
苦
難
の
ゆ
え

に
落
胆
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。
私
の
受
け
て
い
る

苦
し
み
は
、
そ
の
ま
ま
、
あ
な
た
が
た
の
栄
光
な
の
で
す
。」（
エ
ペ
ソ

三
ノ
一
三
） 

祈
り 

一
期
一
会
と
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
す
べ
て
の
営
み
は
最
初
で
最
後

か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
愛
す
る
兄
弟
姉
妹
と
囲
ん
だ
楽
し
い
食
事
も
、
ま

た
い
ま
お
こ
な
っ
て
い
る
礼
拝
も
、
こ
の
瞬
間
、
瞬
間
が
走
馬
灯
の
よ
う

に
お
り
な
す
、
永
遠
の
中
に
描
か
れ
る
一
こ
ま
で
あ
り
ま
す
。
ゆ
え
に
、

な
い
よ
り
も
ま
し
て
、
大
切
に
感
謝
を
も
っ
て
、
う
や
う
や
し
く
、
ま
た
、

喜
び
と
信
仰
を
も
っ
て
礼
拝
を
お
さ
さ
げ
で
き
る
よ
う
に
聖
霊
を
注
い
で

く
だ
さ
い
。
願
わ
く
ば
、
ま
だ
経
験
さ
れ
て
い
な
い
方
に
聖
霊
の
バ
プ
テ

ス
マ
を
夕
立
の
ご
と
く
注
い
で
下
さ
い
。
今
だ
か
っ
て
体
験
し
た
こ
と
の

な
い
、
信
仰
体
験
を
さ
せ
て
、
主
イ
エ
ス
さ
ま
を
ま
す
ま
す
、
大
好
き
に

な
る
よ
う
に
、
聖
書
が
ま
す
ま
す
大
好
き
に
な
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、伝
道
す
る
こ
と
が
喜
び
と
使
命
と
な
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

戦
争
法
案
が
可
決
し
て
日
本
人
が
外
国
人
を
殺
し
殺
さ
れ
る
時
代
に
、
イ

エ
ス
様
の
よ
う
に
、
パ
ウ
ロ
の
よ
う
に
、
苦
難
の
中
に
こ
そ
、
神
様
の
福

音
が
多
く
の
人
々
の
心
に
と
ど
く
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

主
イ
エ
ス
様
の
お
名
前
に
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
ア
ー
メ
ン 

教
会
成
長
と
存
続
は
緊
急
課
題
で
す
。
社
会
の
カ
ナ
リ
ヤ
の
よ
う
な
存
在

の
教
会
は
社
会
の
何
十
年
先
の
姿
を
現
わ
し
て
い
ま
す
。
紺
本
先
生
の
関

係
な
い
人
が
こ
の
教
会
を
継
ぐ
の
か
。
現
代
人
は
聖
書
の
話
に
拒
絶
反
応

を
持
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
面
白
い
楽
し
い
た
め
に
な
る
話
し
を
短
く
簡 

 

単
に
話
す
。
教
会
を
思
っ
て
の
貴
重
な
ご
意
見
で
す
。
私
は
問
題
の
大
半

は
牧
師
の
霊
性
と
考
え
て
い
ま
す
。
も
う
一
つ
は
教
会
の
私
物
化
で
あ
り

ま
す
。
教
会
は
牧
師
の
も
の
か
。
一
部
の
信
者
の
も
の
か
。
そ
う
で
あ
り

ま
せ
ん
。
イ
エ
ス
様
の
教
会
で
あ
り
、
全
信
者
の
教
会
で
あ
り
、
イ
エ
ス

様
を
求
め
る
方
々
の
も
の
で
あ
り
、
地
域
の
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
教

会
が
神
様
の
栄
光
の
宝
で
す
。 

そ
の
た
め
に
は
な
に
を
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
か
。
企
業
の

経
営
戦
略
を
と
り
い
れ
て
い
く
べ
き
で
し
よ
う
か
。
教
会
が
合
併
し
て
維

持
す
る
べ
き
で
し
ょ
う
か
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
参
考
に
し
て
、
教
会
の
空

間
を
利
用
し
て
地
域
の
サ
ロ
ン
と
す
る
べ
き
で
し
ょ
う
か
。
７
０
年
の
歴

史
を
活
用
し
て
教
会
信
者
の
家
族
と
関
係
者
を
発
掘
を
優
先
的
に
す
る
。

牧
師
と
共
に
働
く
有
能
な
同
労
者
が
与
え
ら
れ
る
。
ど
れ
も
こ
れ
も
大
切

で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
よ
り
も
、
重
要
な
こ
と
は
、
聖
書
の
中
に

あ
る
教
会
成
長
の
秘
訣
で
す
。 

パ
ウ
ロ
は
囚
人
で
あ
り
ま
し
た
。
自
由
の
束
縛
さ
れ
た
、
命
と
人
権
さ
え

無
視
さ
れ
た
中
に
あ
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
後
継
者
が
い
な
い
と
か
、
現

代
人
に
応
じ
た
話
を
し
な
け
れ
ば
だ
め
だ
と
い
う
悠
長
な
場
合
で
な
い
の

に
か
か
わ
ら
ず
、
教
会
は
ど
ん
ど
ん
、
救
わ
れ
る
人
々
が
起
こ
さ
れ
ま
し

た
。聖
霊
の
バ
プ
テ
ス
マ
が
毎
日
の
よ
う
に
個
人
的
に
与
え
ら
れ
ま
し
た
。

そ
れ
は
悩
み
の
中
に
こ
そ
神
様
の
栄
光
が
表
さ
れ
る
の
で
す
。
そ
の
代
表

は
十
字
架
の
う
え
に
こ
そ
、
あ
の
当
時
、
一
番
残
酷
で
目
を
背
け
る
よ
う

な
死
刑
の
道
具
に
神
の
栄
光
が
現
れ
ま
し
た
。
そ
の
上
に
神
の
御
子
が
磔

に
さ
れ
た
の
で
す
。
ゆ
え
に
わ
た
し
た
ち
は
こ
れ
さ
え
な
け
れ
ば
、
幸
福

に
な
れ
る
だ
ろ
う
と
考
え
る
、
自
分
自
身
の
棘
を
誇
り
ま
し
ょ
う
。
極
端

な
言
い
方
で
す
が
、
感
謝
し
ま
し
ょ
う
。
ヨ
ハ
ネ
９
章
に
生
ま
れ
つ
き
盲

人
の
方
が
い
ま
し
た
。
弟
子
は
彼
の
罪
の
た
め
で
す
か
。
と
イ
エ
ス
様
に

お
尋
ね
し
ま
し
た
。そ
れ
は
こ
の
人
の
罪
で
も
親
の
罪
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

神
様
の
業
、
神
様
の
栄
光
が
あ
ら
わ
れ
る
た
め
で
す
。
私
た
ち
も
、
お
わ

さ
れ
た
重
荷
は
栄
光
の
冠
で
す
。
そ
れ
を
通
し
て
神
様
の
栄
光
が
輝
く
出

で
ま
す
。 
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 二
〇
一
五
年
七
月
二
九
日
午
後
七
時 

祈
祷
会 

山
本
牧
師 

「
驚
く
べ
き
神
の
教
会
③
」 

「
彼
は
ま
た
、
本
堂
に
面
し
て
長
さ
二
〇
キ
ュ
ビ
ト
、
幅
二
〇
キ
ュ
ビ
ト

を
測
っ
て
、
私
に
『
こ
れ
が
至
聖
所
だ
。』
と
言
っ
た
。」 

(

エ
ゼ
キ
エ
ル

四
一
ノ
四) 

 

八
月
聖
成
基
督
教
団
本
部
行
事
計
画 

 

二
日
（
日)  

 

役
員
会 
礼
拝
後 

六
日
（
木
）
納
骨
堂
掃
除 
午
前
一
〇
時 

七
日
（
金
）
月
一
回
の
楽
し
い
祈
り
の
集
い 

午
後
一
時 

一
四
日
（
金)  

仮
庵
聖
会 

朝
、
昼
、
夕 

二
五
日
（
火
）
兵
庫
リ
バ
イ
バ
ル
祈
祷
会 
午
後
一
時 

二
八
日
（
金)  

大
日
丘
集
会 

午
後
五
時 

※ 

会
計
役
員 

山
村
姉 

櫛
原
姉 

庄
司
姉 

仮
庵
聖
会 

日
時 

八
月
一
四
日
（金
）  

場
所 

本
部
教
会 

聖
書
箇
所 

再
臨
と
聖
潔
聖
会
（ 

テ
サ
ロ
ニ
ケⅠ

）  

 
 

 
 

一
四
日 

午
前
一
〇
時 

 
 

 
 

山
本
牧
師 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

午
後 

 

二
時 

 
 

 
 

足
達
牧
師 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

午
後 

 

七
時 

 
 

 
 

西
田
牧
師 

食
事
代 

昼
と
夕 

千
円 

     

八
月
召
天
会
員 

 

二
日 

中
野
澤 

博
兄 

 

九
周 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

十
一
日 

早
瀬 

初
代
姉 

一
七
周 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

十
一
日 

早
瀬 

 

潔
兄 

八
九
周 

 
 
 
 
 
 

 

十
二
日 

山
本 

広
吉
兄 

三
四
周 

 
 
 
 
 

 

十
二
日 

諸
岡 

花
恵
姉 

二
〇
周 

 
 
 
 

 

十
四
日 

早
瀬 

和
恵
姉 

七
四
周 

 
 
 
 

 

十
四
日 

中
畠
浅
太
郎
兄 

六
八
周 

 

十
五
日 

兼
田 

ハ
ル
姉 

二
一
周 

 

十
六
日 

田
村
利
加
子
姉 

三
一
周 

 

十
九
日 

尾
田 

京
子
姉 

七
二
周 

 
 

二
一
日 

白
数 

圭
助
兄 

三
一
周 

二
二
日 

濱
田 

ミ
フ
ミ
姉 

九
周 

二
三
日 

後
藤 

好
枝
姉 

 

八
周 

 

二
四
日 

北
田
ア
ヤ
コ
姉 

百
九
周 

 

二
五
日 

片
山 

忠
男
兄 

三
三
周 

 

二
六
日 

樋
口 

晴
恵
姉 

一
八
周 

二
六
日 

津
田
さ
よ
子
姉 

 

八
周 

二
七
日 

富
山 

艶
子
姉 

一
九
周 

二
八
日 

河
田 

梅
野
姉 

六
六
周 

二
八
日 

紺
本 

妙
子
先
生
一
九
周 

三
一
日 

紺
本 

 

忍
兄 

七
一
周 
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今
週
の
集
会 

火 

曜 

日 

神
戸
リ
バ
イ
バ
ル
祈
祷
会 

午
後
一
時 

神
戸
東
部
教
会 

水 

曜 

日 

 

祈 

祷 

会 
 
 
 

午
後
七
時 

 
｢

驚
く
べ
き
神
の
教
会
③｣ 

エ
ゼ
キ
エ
ル
四
一
係
り 

小
段
姉 

エ
ゼ
キ
エ
ル
連
講
六
四
回 

木 

曜 

日 

 

戸
別
開
拓
伝
道 

 
 

夕
方 

 
 
 

会
堂
掃
除 

 
 
 

小
段
姉 

男
子
ト
イ
レ
掃
除 

大
内
姉 

女
子
ト
イ
レ
掃
除 

大
内
姉 

早
天
祈
祷
会 

毎
日
朝
六
時 

伝 
 
 

道 

随
時 

第
二
四
回
癒
し
五
〇
日
連
続
祈
祷
最
終 

六
月
一
一
日(

木)

～
七
月
三
〇
日(

木) 

 
 

午
後
一
時
～
午
後
二
時
半
（
祈
り
の
後
、
楽

し
い
テ
ィ
ー
で
休
憩
） 

 

場
所 

教
会
二
階(

気
軽
に
参
加
し
て
共
に
祈
り

ま
し
ょ
う 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

         

 

礼
拝
後
の
集
い 

一
礼
拝
後 

① 

恵
み
の
証 

② 

聖
書
の
基
本
原
則 

食
事
係
り 

大
内
姉 

小
段
姉 

礼
拝
会
計 

庄
司
姉 

櫛
原
姉 

来
週
聖
日
案
内 

（
八
月
二
日
午
前
一
〇
時
） 

１
、 

奏 
 
 

楽 

小 

村  

姉 

 
 
 

司
会 

聖
句 

庄 

司 

姉 
 

２
、
礼
拝
祈
祷
当
番 

説 

教 

前 

有 
 
 

志 
 

 
 

説 

教 

後 

小 

段 

姉 

週
報
報
告
一
頁
庄
司
姉
三
頁
大
内
姉
四
頁
小

段
姉 七

月
会
計
役
員 

大
内
姉 

小
段
姉 

八
月
会
計
役
員 

櫛
原
姉 

庄
司
姉 

 来
週
礼
拝
予
告
八
月
二
日
（
日
） 

 

説
教 

山
本
牧
師 

 

礼 

拝
「
ひ
ざ
を
か
が
め
る
」 

エ
ペ
ソ
三
ノ
一
四 

  
 

    

 

 
 

七
月
二
六
日(

第
四
聖
日
） 

礼
拝
ア
シ
ス
タ
ン
ト 

小
段
姉 

一
、
黄
金 

聖
句 

 

（
二
） 

小 

段 

姉 

一
、
礼 

 
 

拝 
 
 
 
 
 

午
前
一
〇
時 

一
、
司 

 
 

会 
 
 
 
 
 

小 

段 

姉 
 

一
、
奏 

 
 

楽 
 
 
 
 
 

小 

村 

姉 

一
、
賛 

美 

歌 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

七 
 

一
、
主
の 

祈
り 

 
 
 
 
 

五 

六 

四 

一
、
詩
篇 

交
読 

 
 
 
 
 

八 
 
 

六 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

一
、
祈 

 
 

祷 
 
 
 
 
 

庄 

司 

姉 
 

一
、
賛 

美 

歌 
 
 
 
 
 

一 
 
 

一 
 
 
 
 
 
 

 

一
、
聖
書 

朗
読 

 
 
 
 
 

小 
段 
姉 

（
エ
ペ
ソ
三
ノ
八
～
二
一
） 

一 

聖 
 
 

歌 
 
 
 
 
 

五 

七 

一 

一
、
説 

 
 

教 
 
 
 
 
 

山
本 

牧
師 

「
苦
難
の
栄
光
」 

一
、
賛 

美 

歌 
 
 
 
 
 

二 
 
 

三 
 

一
、
感
謝
の
祈
祷 

 
 
 
 
 

櫛 

原 

姉 

一
、
頌 

 
 

栄 
 
 
 
 
 

五 

四 

一 

一
、
祝 

 
 

祷 
 
 
 
 
 

牧 
 
 

師 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

一
、
報 

 
 

告 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

一
、
聖 

 
 

歌 
 
 
 
 
 

五 

七 

二 

     
 


